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師走晦日魂祭和歌について
　『大和物語』には、四十九日の章段（九七段）や、一周忌（九段
・
九八段） 、あるいは、死者に関する章段（五段〈保明
四十九日〉一三段
・
二八段
・
二九段
・
七〇段
・
七一段
・
一〇一段
・
一一六段
・
一四二段
・
一四四段
・
一四七段
・
一五〇段
・
一五五段
・
一六五段）など、哀傷に関わる章段が数多く見られるものの、盂蘭盆や師走晦日魂祭に関わる章段は見られない。
しかしながら、 『曽祢好忠集』 （ 『詞花和歌集』 ） 、 『蜻蛉日記』 、 『宇津保物語』 、 『小右記』 、 『枕草子』 、 『和泉式部続集』 （ 『後拾遺和歌集』 ）などこの時期に限って、師走晦日魂祭に関わる記事や詠歌が見られる。この現象と、師走晦日魂祭和歌の変遷について考えてみようと思う。史料としては唯一『小右記 に見られるので、藤原実資を中心とした年表を末尾に付した。
　師走晦日魂祭については、既にその根拠として提示されている『日本霊異記』であるが、再検証に関わるので、改めて提
示すると、上巻「人
・
畜ケモノ
ニ
履ふ
まれし
髑ヒトカシラ
髏
の、救ひ收めらえて
霊あや
しき表を示して、現に報いし縁 　第十二」に、
　高麗の学生道登は、ガン興寺の沙門なりき。山背の
恵ゑま
満
が家より出でたり。
往にし大化の二年の丙午
に、宇治橋を
営つく
らむとして往来する時に、髑髏奈良山の
溪サハ
ニ在りて、人
・
畜けもの
の為に
履フ
マル。法師之を悲しびて、
従ともびと
者
万まろ
侶
をして木
の上に置かしめき。
同じ年の十二月の晦の夕に
迄いた
りて
、人、寺門に来たりて
白まう
さく「道登大徳の従者万侶といふ
者ひと
に
一
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二
遇はむと
欲ねが
ふ」とまうす。万呂出で 遇ふ。其の人語りて曰はく「大徳の
慈
うつくしび
を
蒙かがふ
り、
頃コノコロ
、平安の慶を得たり。然
れども、
今夜に非ずは恩を報いむに由无し
」といふ。
輙すなは
ち、万呂を
将ゐ
て、其の家に至り、閉ぢたる屋よりして、屋の
裏うち
に入る。
多く、
飲おんじき
食
を設けたり。其の中の己が
分わき
の
饌
ヨキクラヒモノ
を以て、万呂に与へ共に
食くら
ふ
。
其の
後ご
夜や
にして男の声有
り、万呂に告げて曰はく、 「吾を殺せる兄来たらむと
欲おも
ふが故に、早く去にね」といふ。万侶怪しびて問ふに、答ふら
く、 「昔、吾兄と共に行きて
交あきなひ
易
し、吾銀を四十
斤ごん
許を得たり。時に兄
妬ウラヤ
ミ
忌にく
み、吾を殺して銀を取りき。
爾それ
より
以このかた
還
、
多あまた
の
年とし
歳
に、往来する人・
畜けもの
、皆我が
頭かしら
を踏みき
。大徳、
慈あはれび
を垂れたまひ、
見けに
に苦を離れしめたまふが故に、汝
の恩を忘れず、
今宵に報ずらくのみ
」といふ。
時に、其の母と
長あ
子に
と
、諸霊を拝せむが為に其の屋の内に入り
、万侶を
見て驚き
畏おそ
り、其の到り来れる
所ゆゑ
以
を問ふ。 （
60・
61）
（一）
と、大化二年六四 六の師走晦日魂祭に、飲食を供えて供養することが数年に亘っていたと知られる。同じく、上巻「非理に他ひと
の物を奪ひ、悪行を為し、報を受けて
奇あや
しき事を示しし縁 　第三十」には、
膳かしはでの
臣おみ
広国は、豊前国宮子郡の少領なりき。藤原の宮に
宇あめのした
御をさ
めたまひし
天すめらみ
皇こと
のみ代に、
慶きやう
雲うん
二年の乙巳の秋の
九月十五日庚申に、広国忽に死にき。
逕ふ
ること三日、戌の日の申の時に、更に
甦い
きて語りて曰はく「使二人有りき。 （中
略
・
以下広国の語ったことの中で、広国の父親の罪障と懲膺の条で）何の日にか吾が罪を免れむ。何の時にか、安き身
を得む。汝、忽に我が為 仏を造り経を写し 罪の苦を
贖あか
へ。
慎ゆめゆめ
々
、忘るること
莫なか
れ。我飢ゑて、
七月七日に大蛇に成
りて汝が家に到り
、
屋やど
房
に入らむとせし時に、杖を以て懸け
棄う
てき。又、
五月五日赤き
狗イヌ
ニ成りて汝が家に到り
し時に、
犬を喚び相はせ、唯に追ひ打ちしかば、飢ゑ
熱ほとほ
りて還りき。我
正月一日に狸に成りて汝が家に入りし時
に、供養せし
宍しし
、
種くさぐさ
の物に飽きき。
是を以て三年の
粮カリテ
を継げり
。我兄弟
・
上下の次第无くして理を失ひ、犬と成 て
噉くら
ひ、白く
汁を出す。我必ず赤き
狗いぬ
に成るべし』といふ。 （
97・
98）
と、蘇生した広国が見聞きした父親の罪障懲膺が語られる中で、七月七日に大蛇 五月五日に赤犬に、正月一日には猫に
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三
なって訪れ、供養物を食そうとしたとある。後述するが、正月一日、五月五日、七月七日と、正月
・
五月
・
七月の節供の供
え物を食すもので、 「報恩経」に見られる五月一五日
・
七月一四日ではなく、また、二月一五
・
八月一五
・
九月一六日とい
った日にちでもない。下巻「
髑ひとかしら
髏
の目の穴の
笋タカンナ
を
掲ヌ
キ
脱ハナ
チテ、以て
祈ねが
ひて霊しき表を示しし縁 　第二十七」には、
　白壁の天皇のみ世の
宝亀九年戊午の冬十二月下旬
に、備後の国葦田の郡大山の里の人
品ほむちのまきひと
知牧人
は、正月の物を買は
むが為に、同じ国の深津郡深津の市に向ひて往きき。
中みちなか
路
にして日
晩く
れぬ。葦田郡の葦田の
竹たかはら
原
に
次やど
りき。宿れる処に、
呻によ
ふ
音こゑ
有りて言はく、 「目痛し」といふ。牧人聞きて、
竟よもすがら
夜
寝ねずして
踞うずくま
りをり。明くる日見れば、一つの
髑ひとかしら
髏
有
りき。笋、目の穴に生ひて
串くすぬ
かる。竹を
掲ぬ
きて解き
免ゆる
し、自ら食へる
餉カレイヒ
を
饗あへ
して言はく「吾に福を得しめよ」とい
ふ。市に到り物を買ふ 、買ふ毎に意の如し。疑はくは、彼の髑髏の
祈ねがひ
に因りて、恩を報いたるならむかと。市より
還り来りて、同じ竹原に次る。時に彼の髑髏、
及また
生ける形を現して、語りて言はく「吾は葦田郡
屋やな
穴
国くに
の
郷さと
の
穴あなのきみ
君
の
弟おとぎみ
公
なり。
賊あた
、伯父の秋丸に殺されし、是れなり。風吹く毎に、
動ヤヤモス
レバ我が目甚だ痛し。
仁きみ
者
の
慈めぐみ
を蒙りて、痛苦
既に除かる。今飽くまで 慶 得たり 其の恩を忘れじ。幸の心に勝へず。仁者
恩めぐみ
に酬いむと
欲おも
ふ。我が父母の家
は、屋穴国の里に有 。
今このつき
月
の
晦
ツキコモリ
ノ夕、吾が家に
臻いた
れ。
彼そ
の宵に非ずは、恩に報いるに由無し
」といふ。牧人聞き
て、
増ますます
怪しびて
他ひと
人
に告げず。晦の暮を
期ちぎ
りて、
彼そ
の家に至る。
霊たま
、牧人の手を
操と
りて、屋の内に
控ひ
き入れ、
具そな
へた
る
饌
よきくらひもの
を
讓ユヅ
りて、以て饗して共に食ひ、残れるは皆
裹つつ
み、幷せて財物を授く
。
良ややひさ
久
にありて彼の霊
倏たちまち
忽
に現はれず。
父母、諸霊を拝せむが為に、其の屋の
裏うち
に入り
、牧人を見て驚き、入り来れる
縁よし
を問ふ。牧人是に、先の如くに
具つぶさ
に
述べたり。 （
319～
321）
と、宝亀九年七七 八大晦日に前年に殺された穴君の弟公の霊魂とともに、諸霊を拝せんとあるので、大晦日の祖霊魂祭が継続的に行われていたと理解される。
　次に、文学作品に出てくるのが、円融朝の天禄二
・
三年九七 一
・
二の詠作とされる『好忠集』の「毎月集」
（二）
の、 「くれの
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四
冬」 「十二月をはり」にある次の歌である。
　　三六七 　いとまなみかひなき身さへいそかくれみたまのふゆとむべもいひけり　　三六八 　たままつるとしのをはりになりにけりけふには たやあは とすらん
（三）
この歌について、 『曽禰好忠集全釈』の語釈では、 「○み霊の冬
―
『恩頼』とも書き、神などの加護
・
恩恵の尊敬語〈威（こ
とごとく）みたまのふゆを蒙れり〉 （紀神代上） 。好忠の個性的な用語であって、ここでは御霊の殖ゆの意。すなはち、御霊の幸を受けること。 「 『冬』は「殖ゆ」を掛ける。 『み霊』は次の歌の『霊まつる』の『たま』と同じ。 」と注し、大意としては「暇がなくて、しかも生きるかいのないわが身でも、忙しく年越しの準備をすることだなあ。 」とされ、評は、 「昔は霊を冬にまつると、み霊 幸を受け、裕福になるという処から 歳暮に盆を行った。徒然草に『亡き人のくる夜とて玉まつるわざは、このごろ都にはなきを、東の方には、 ほする事にて りしこそ はれなりしか。 』 （十九段）とある。藤原清輔の奥義抄の『中釈』を見ると、 『みたまの冬と云ふは、なき人の恩徳を報ずとて年のはてにはこれをまつる也 下人 みたま祭と申す。公家 荷前祭 云ふ。書 黄帝昇
レ天みたまのふゆすとあり。頼とかきてよめり。日本紀には恩頼とかきて
よめり。 』 （日本歌学大系第壱巻）とある うまでも く、奥義抄の釈（中
・
下）は、歌語を中心とする勅撰集中の語彙に
ついて例歌をあげて注釈したも であっ 著者である藤原清輔のころ、す にこの たま ふゆ』という語彙が注釈を要するものになっていたことを知る。 」 あり、ま 、三六八番歌につ ては、 「○霊まつる 終り
―
死者の霊を祭ること
は、昔は十二月晦日に行われた。今 お盆に当たる 八代集抄は なき人にも けふや、またもあはんと也。除目に
魂タママツ
祠
る事、報恩経など 心 るべし 』と説いている。○あはむ
―
亡き人に会おう。 」とあり、大意は、 「何とまあ、死者の霊を
祭る年の晦日になってしまったなあ 今日ま 死者の霊に会おうとす のだろうか。 とあって、 「一年の最後をかざるふさわしい歌である。後撰
・
哀傷〈なき人の共にしかへる年ならば暮れゆく今日はうれしからまし〉 （藤原兼輔）も御霊祭
の歌である。 」とされる。
（四）
また、松本真奈美氏は、 「○御魂の冬
―
死者の霊魂を祭る冬。もと神
・
天皇の恩恵の意。ここ
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五
では原義の『恩恵』の意を掛け、上句と関連付ける。 」とし、 「○霊まつる
―
十二月晦日の夜に死者の御魂を祭る御魂祭を言
う。○下句
―
再びこの日に逢うことになるのだろうか。一年後まで命があるかどうかを疑う。▽歳末の詠歎。 」
（五）
とする。
　三六八番歌を入集する『詞花和歌集』一六〇番歌は、北村季吟が、 「玉まつるとしのおはりになき人にもけふや又もあは
んと也除目に
魂タママツ
祀
る事報恩経等の心なるへし」
（六）
と、 「報恩経」に拠るとし、工藤重矩氏は、 「先祖の御魂を祭る、一年の
終りの日になってしまった。はたして再びこの日に逢えるのだろうか ○魂まつる 　十二月晦日には先祖の魂が帰ってくると考えられていた。 『十二月つごもりの夜よみ侍り るなき人 来る夜ときけど君もなし我が住む宿や魂なきの里』 （後拾遺
・
哀傷
・
和泉式部） 。徒然草十九段には『亡き人の来る夜とて魂祭るわざは、このごろ都にはなきを』とあり、早く衰微
したらしい。 」
（七）
とする。次に、魂祭記事が見られるのが、 『蜻蛉日記』であるが、道綱母の母親に関するものであるので、
関わるところを掲出する 、
［一六］母の死 　〈康保元年九六 四秋〈七月初旬か〉 〉さいふいふも、女親といふ人あるかぎりはありけるを、久しうわづらひて、秋のはじめのころほひ空しくなりぬ。さらにせんかたなくわびしきことの、世の常の人にはまさりたり。あまたある中に これ 、おくれじおくれじと、惑はるるもしるく、いかなるにかあらむ、足手などただすくみにすくみて、絶え入るやう す。
（八）
（
129・
130）
［一七］母の一周忌に琴を弾き、叔母と母を偲ぶ（康保二年九六五秋）はかなながら秋冬も過ごしつ。 （中略）あるべきことども終はりて帰る。やがて服ぬぐに、鈍色のものども、扇まで祓などするほどに、
　　藤衣流す涙の川水はきしにもまさるものにぞありける
とおぼえて、いみじう泣か れば 人にも言はでやみぬ。忌日など果てて、例のつれづれ るに、弾くとはなけれど、琴おしのごひ かきならしなどす 忌なきほど もなりにけるを あ れにはかな ても、 ど思ふほどに あなたより、
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六
　　いまはとて弾きいづる琴の音を聞けばうちかへしてもなほぞ悲しき
とあるに、ことなることもあらねど、これを思へば、いとど泣きまさりて、
　　なき人はおとづれもせで琴の緒を絶ちし月日ぞかへりきにける（
136～
138）
とあるが、ここまでの間に、道綱母の母親の新盆の記事はない。安和元年九六 八七月から九月の記事の中にも、盆供養も年忌（四回忌）供養の記事もない。そして、
天禄元年九七 〇七月十一日～十三日？（道綱母へ兼家から盆供養届く） （六回忌）七月十余日にもなりぬれば、世の人の騒ぐままに、盆のこと、年ごろは政所にものしつるも、離れやしぬらむと あはれ、亡き人も悲しう思すらむかし、しばしこころみて 斎もせむかしと思ひつづく に、涙のみ垂り暮らすに、例のごと調じて、文添ひ あり。 「亡き人をこそ思 わすれざりけれと、惜しからで悲しきものになむ」と書きて、ものしけり。
202・
203）
と、盆供養の記事は、しっかりと記されているが、天禄元年九七 〇十二月年越えに、 「その月、三度ばかりのほどにて、年は越えにけり。そ ほどの作法例のご なれば、 さず。 」とあるように、師走晦日魂祭そのものが、通常の事で省略したのか、記されていない。天禄二年九七 一再度の初瀬詣（
254～
258）の時期は、七回忌に当たるが、そのような記事もない。 「また
の日、今日をまた見むかしと思ふ心こりずまなるに、夜更けて見えられたり。 （七月七日七夕） （中略）それより後も 八日になりぬ。 （七月一四
・
五日にあたる） 」が、この年の盆供養の記事はない。そして、天禄二年九七 一十二月晦日『蜻蛉日記』
中巻巻末記事も 「年の終はりには、なにごとにつけても 思ひ残さざりけんかし 」 （
268）
と、心静かに年の終わり 過ごし年越 をする道綱母であるが、魂祭記事はない。
天禄三年九七 二七月の盆供養 　七月十余日になりて、客人帰りぬれば、なごりなう、つれづれにて、盆のことの料など、さまざまに嘆く人々のいきざしを聞くも、あはれにもあり、やすからずもあり。四日、例 ごと調じて、政所のおくり文添へてあり。いつまでかうだにと、ものは言はで思ふ。 （
304）
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七
天禄三年九七 二
さて年暮れはてぬれば、例のごとして、ののしり明かして
、三四日もなりにためれど、ここには、改ま
れるここちもせず。鴬ばかりいつしか音したるを、あはれと聞く。 （
309）
と、盂蘭盆は見えるが、大晦日の諸事の中に含まれてしまったか、直接の魂祭記事はない。 「そのほどの作法例のごとなれば、記さず。 （天禄元年九七 〇十二月晦日） 」 （
216） 「年の終はりには、なにごとにつけても、思ひ残さざりけんかし。 （天禄二
年九七 一十二月晦日） 」 （
268）とあるように、例年恒例のこと、常の如しとして書かなかったのだろうか、日記の筆を擱く段
になって、 「思へば、かうながらへ、今日になりにけるもあさましう、
御魂など見るにも、例の尽きせぬことにおぼほれて
ぞはてにける
。京のはてなれば、夜いたう更けてぞたたき来なる。 （ （天延二年九七 四十二月） ） 」 （
363）と、魂祭に例年恒例の
尽きない物思いに耽って年が終わっていった。この年は疱瘡が流行して多くの人が亡くなり、 『蜻蛉日記』でも藤原孝賢・義孝の死を記して （
352） 。師走魂祭を呼び起こしたのであろうか。巻末家集（道綱母集）には、
　殿、離れたまひてのち、久しうありて、七月十五日、盆のことなど、聞こえのたまへる御返りごとに、　　かかりけるこの世も知らずいまとてやあはれ蓮の露を待つらむ（
365）
とあり、 「天禄三年九七 二のお盆か」 注する。高橋由紀氏は、 「蜻蛉日記には亡母の盂蘭盆の料を兼家が調じたと記す。→補注 　蜻蛉日記にみえる亡母の盂蘭盆（ただし 家集二番歌との関係は不明。 ） 」とする。
（九）
盂蘭盆詠歌は見られるが、師
走魂祭詠歌は見られない。
　貞元元年九七 六～永観元年九八 三頃の成立とされる『宇津保物語』 「嵯峨 院」巻の絵指示に、 「ここは政所。節料配り、
御魂のいそぎす。松木、炭、餅などあり。宮、つ たちのいそぎしたまふ。 」
（一〇）
と、正頼邸での大晦から元日の準備を記
すが、こ 魂祭には近時の近親死者がなく、諸祖霊の魂祭と考えられよう。次は、文学資料ではなく、藤原実資の日記、 『小右記』の記事である。具体的な人物を比定しながら見ていきたい。
　『小右記』から、魂祭を検出すると、
師走晦日魂祭和歌について
八
長保元年九九 九十二月廿九日、御魂今年於染殿奉拜、入夜依例解除、但着服、不奉幣、子始剋許追儺
（一一）
（②
80）
寛仁元年一〇 一 七十二月卅日、入夜解除、奉幣諸神、次拜
加月
料閠、
御魂、皆是例事也
 、亥剋追儺
（一二）
（④
303）
寛仁二年一〇 一 八十二月卅日、余解除奉幣如恒、宰相同解除奉幣、了参内、深夜奉拜御魂、亥剋許追儺
（一三）
（
93）
治安元年一〇 二 十二月卅日、宰相來云、罷着大祓 已如散樂、 拜御魂、亥終儺
（一四）
（⑥
96）
治安三年一〇 二 三十二月卅日、……文應［慶］僧都車副二人付［侍］男各与絹五疋 甚過差、拜御魂、申時許解除、依神
祇官佑［祐］惟感［盛］營申也、平上［旦］奉講陁羅尼品、慶範、子刻計□［許追］儺（⑥
255）
万寿元年一〇 二 四十 月廿九日、……奉幣諸神幷解除如常、拜□□［御魂］子刻許追儺
（一五）
（⑦
82）
となる。最初の魂祭記事は、染殿で行われたもので、花山天皇譲位後に、実資室となった、女御婉子女王の魂祭で、没後一年の実家での魂祭で、殊更に「今年於染殿奉」と記したものであろう。婉子女王の一周忌は、長保元年九九 九七月三日に「癸未、拂曉向禪林寺、
故（婉子女王）
女御
周忌法事日也」 （②
48）と、盛大な周忌法事が行われている。以後、
今日故女御周忌日、仍於禪林寺修諷誦、布五十端、
宮
（具平親王）
修念佛、 （長保元年九九 九七月十三日
・
②
51）
拜瓫如例、但今年加故女御々料莒、熟瓜十籠送天
台（覺慶）
座主
房、依彼消息、十六日熟瓜會料者、 （七月十四日
・
②
51）
止故女御々飯 増加乳母及 房等食、但自進物所御菜少々朝臣［夕］可送女房由令仰也 （七月十五日
・
②
51）
故女御改葬事可行 其料石率都婆造立、今日令給料 三石、招禪林寺律師、申合女御改葬雜事、 （九月廿八日
・
②
62）
今夜李
阝（爲平）
大王
被度天台山西脚隨願寺、明日故女御改葬、依有方
 忌、下官相従、依可忌避、 （十月九日
・
②
64）
今夜故女御改葬地鎮事、仰奉平宿禰、以身代令行 石率都婆運今曉禪林寺、件事委附彼寺座主深覺律師、以僧二口令親行、納骨壺草［筺］等、付高昭送彼寺 守隆［源］朝臣
・
高昭等爲令見改葬事所差遣也、 （十月十日
・
②
64）
と、婉子女王の新盆や改葬納骨と続いて、長保元年九九 九十二月廿九日の御魂祭が初記録となる。実資には、婉子女王逝去
師走晦日魂祭和歌について
九
以前に、室と娘の死が確認される。それは、
廿八日、壬寅、早朝罷出、寅時降誕女子、不逢産間、雖馳向、産已遂了
（一六）
（寛和元年九八 五四月
・
①
95）
と、実資は、娘の誕生を喜んで記してい この娘が病んだ時も、
廿五日、己巳、早朝罷出、詣堀河頬、見小兒之所惱、即歸參院、
御（村上天皇）
國忌
也、 （中略）又詣堀河邊見少［小］兒、歸參院、
秉燭罷出、 （寛和元年五月
・
①
99）
と、見舞っている。この女児 母惟正女は、寛和二年九八 六年五月八日に没したのだろう、翌年永延元年九八 七五月八日に、
己巳、相當
故（源惟正女）
者忌日
、令修諷誦於天安寺、以嚴康師令齋食、 （①
130）
一周忌の記事がある。新盆は寛和二年七月十四日、魂祭は一 月二九日だが 『小右記』が欠落しているので分からないが、永祚元年九八 九五月八日の記事に、 「故
内（源惟正女）
方
忌日、修諷誦於天安寺、以平實師令齋食也」 （①
180）とあって、七月一四日
には、 「今日、益［盂］蘭盆供如例」 （①
191）と盂蘭盆供養が行われている。そして、永祚元年六月一五日の記事に、 「今日
祇園御幣不可奉之由出河原解除、内方同出」 （①
186）とあり、一六日の記事には、 「内方度室町」と、室町に移ったことが見
え、また、六月一八日には、 「内方今夜従室町歸度 所被迎取、頗有相怨云々」 （①
186） 、二一日には、 「晴空師爲内方加持」
（①
186） 、そして、七月一六日には、 「去十二日修善、此間内方俄又惱煩、早歸以 　　　
令加持也」 （①
192）とあって、新
に、妻女を娶っている。この内方については不明だが、同年一二 七日の条に「出二箇日假文、舅前信乃守
永（藤原）
年
危急之由有
告送事 仍晩景密々向彼宅 隔障子言談 其病極重、自
以下腫滿云々、起居進退只被任人云々」 （①
216）とあり、一二月
三〇日の条にも、 「卅日、丁丑 前信乃守永年朝臣卒去、即請假、
 
十舅
箇喪
日、
、依可年首早所出也、今年奉幣諸神
・
解除如件、戌終
着服帶」 （①
222）とあって、藤原永年は、 『尊卑分脈』によると、藤原尹文男で実資母の同胞となる。
（一七）
「舅」は、舅父
・
舅氏、母方の叔父の意となる。しかし、 『小右記』の「舅」表記は 寛仁元 〇 一 七一一月二七日の条に「鴨祢宜茂忠來申慶、次申被宰［寄］之郡事、其後祖祝伊信參來令申云 以加階可
譲（安倍忠信）
与舅
者、令仰云、當社禰宜加階譲与子、已有裁許、作申
師走晦日魂祭和歌について
一〇
文、以弁可令傳申、隨亦可令奏也」 （④
286） 、同二九日の条に「権弁重尹持來下社祝伊信以爵譲与舅安倍忠信申文、示可覽攝
政由了」 （④
288）とあって、一二月一日の条の割注に「祝伊
信（鴨）
譲舅安倍忠信、伊信本位外従五位下」 （④
289）とあって、申請
に従って神階を進める指示がされている。明らかに「舅」は、妻の父を指している。母の兄弟は、長徳三年九九 七六月二五日の条に「偸見先例、以大將不越先任人、延喜聖代定國大將、爲越國經、通［道］明大將、不越
昇（源）
、天暦御時師尹大將、不
越在衡、准［唯］
貞（藤原忠平）
信公
越
湛（源）
・
昇兩人也、有其故、不可爲例、定國者延喜聖主外舅」 （②
37）とあって、醍醐天皇の母胤子
の兄弟定国を「外舅」とする。同様の記事は、七月五日の条（②
37）にも見られる。 『小右記』は、 「舅」と「外舅」を区別
していたのではないだろうか。 『九暦』の天暦四年九五 〇八月四日の条に「又延喜例
儲（保明親王）
君
之舅故
太（藤原忠平）
政大
臣
・
左（藤原仲平）
大臣
非參議而
貢之」
（一八）
とあって、保明親王妃の貴子の父を舅とする。 『御堂関白記』長和五年一〇 一 六四月一六日の条に「時々少雨、資
業申云、舅
道（橘）
貞
今朝死去者」
（一九）
と、 「舅」は、妻の父親ということになる。 『尊卑分脈』に見られる永年女は、正光に嫁し
て、永家を生んで る。正光は、実資と同年齡で、長和三年一〇 一 四二月二九日に五八歳で没しており、系図には無いが、同年配の女がいることも考えられよう。以上のことに拠って、改めて 永年の記事を見ると、永延元年九八 七三月二日の条に「左中辨
・
右（菅原資忠）
中辨
・
前加賀守
・
景（藤原）
齊
・
永（藤原）
年
・
知（藤原）
章
・
公（藤原）
信
・
懷光朝臣等同以相伴」 （①
122）とあり、永祚元年九八 九三月二日の
条には、 「丸鞆班犀帶放
永（藤原）
年
朝臣、
其殿
直五
五十
百石
石方
、送
即百
令石
奉帶
了以
、之
室着
町用」 （①
166）とあって、同年一二月三〇日には前記したように、十日間舅
の喪に服していることから、永年女との婚姻は、三月から一一月の間ではないだろうか。ここで、そのような記事を捜すと五月九日 「女人相倶今夜度
高（大蔵）
行
宅違方」 （①
180） 、七月一六日の条に「十六日、甲午、室町殿從未時許俄以危急、 （中略）
證空□去十二日修善 此間内方俄亦惱煩早歸以 　　　
令加持也」 （①
191・
192） 、七月二〇日の条に「女人
・
小兒児相共度
二条、依小野宮北垣葺□替也、詣室町、所被惱頗有冝氣、次參故太相府、□退 女人等相倶歸」 （①
192）と見えて、三
・
四
月には、婚姻が成立していたように思われる。なお、こ 室の没年時であるが、明確に記されていな が、 の室 関係する記事を拾い上げると、正暦元年九九 〇一一月三〇日の条に「今朝歸度小野宮、女人度室町 晩頭歸小野宮」 （①
241） 、一二
師走晦日魂祭和歌について
一一
月二五日の条に「爲女房、自今日限五箇日令修小善」 （①
244） 、正暦四年九九 三二月六日の条に「招證空阿闍梨令加［持］女
人任［妊］事、依少邪氣之恐」 （①
260） 、二月九日の条に「女人自今曉重惱煩、辰時産、但兒夭了、仍召内奉平［縣］問案内、
申云、未時吉時、雖然相當女人衰時、申一點出棄宜歟、其方可用乾方者、仍申一點使石作忠
莭
令棄置乾方、其處蓮臺寺南邊
云々」 （①
261） 、四月二四日の条に「女房自去夕有惱煩、招覺縁師令祈誓」 （①
273） 、四月二七日の条に「位記召給、觸障由
不參、依病者重」 （①
273） 、五月三日の条に「自今日限七箇日以證空阿闍梨、爲女房、令修不動調伏法、爲除病也、伴僧二口、
闍梨依有所勞、以手替師時々令行」 （①
275） 、五月二二日の条に「今日於祇園令轉讀心經、爲身及妻子
・
家内人也」 （①
279）
とあり、この室の関連として良いか不明であるが、六月四日の条に「上下惱煩者衆、仍所令行、就中小尼重惱煩也」 （①
281） 、
六月五日の条に「小尼今日不覺、仍兩度招送證空阿闍梨
281）とあって、この両記事について、 『大日本古記録』は、小
尼を実資女に比定する。前後に授戒記事はなく、次に、室が女房とか女人として登場するので、実資女と考えるべきであろうが、室町尼 永年女（実資室）からすると、室町尼に対する小尼か も見て、掲示した。そして 六月七日の条に「今夕女人及尼送仁海師寺」 （①
281） 、六月八日の条に「自寺示送云、自去夕尼頗有飲食、又女房心神如例、邪氣通夜被調伏云々」
（①
281） 、六月九日の条に「今朝女房自寺歸出」 （①
281） 、六月一〇日の条に「今朝女房相倶向仁海師許、尼病平癒、餌袋破子
及中持破子等」 （①
282） 、六月一四日の条に「女房朝俄重惱煩、其躰似邪氣、仍招仁海上人、深更來、加持之間邪氣出來、通
宵調伏」 （①
282） 、六月一八日の条に「自昨日女人有煩、仍請證
阿（證空）
闍梨
令加持、邪氣出來、調伏之後已以平復」 （①
282）と一
時に集中して、その後には顕れない。 『小右記』の親族関係の忌日記事から探ってみると、二月一四 は、父藤原斉敏の忌日で、天元五年（①
13・
①
14） 、寛和元年（①
81） 、永祚元年（①
161） 、正暦四年（①
261） 、長和元年（③
11） 、長和二年（③
82） 、長和三年（③
190） 、
 寛仁三年（⑤
118） 、治安元年（⑥
12） 、長元四年（⑧
228）に忌日記事が見られ、東北院で諷誦が修さ
れている。四月一〇日は、祖父実頼室藤原能子の忌 で 正暦四年（①
271） 、寛弘二年（②
108） 、長和五年（④
178） 、寛仁二
年（⑤
12） 、治安三年（⑥
152） 、万寿四年（⑦
227）に忌日記事が見られ、勧修寺で諷誦が修されている。四月一八日は、兄藤
師走晦日魂祭和歌について
一二
原懐平の忌日で、治安三年（⑥
156）に忌日記事が見られる。五月八日は、実資室源惟正女の忌日で、永延元年（①
130） 、永
祚元年（①
180） 、正暦四年（①
277） 、万寿四年（⑦
237）に記事が見られ、天安寺で諷誦が修されている。五月一八日は、祖父
藤原実頼の忌日で、天元五年（①
37） 、
 寛和元年（①
97） 、正暦四年（①
278） 、長和元年（③
24） 、長和三年（③
229） 、長和四年
（④
29） 、寛仁二年（⑤
32） 、万寿四年（⑦
238） 、に忌日記事が見られ、東北院で諷誦が修されている。六月三日は、実資乳母
（宣旨）の忌日で、長和元年（③
31） 、寛仁二年（⑤
37） 、長元三年（⑧
177）に記事が見られ、清水寺
・
珍星寺で諷誦が修さ
れている。七月一一日は、実資女の忌日で、万寿四年（⑧
49） 、長元四年（⑨
5）に忌日記事が見られ、天安寺で諷誦が修
されている。七月一三日は、室女御（婉子女王）の忌日で、長保元年（②
51） 、万寿二年（⑦
107） 、万寿四年（⑧
5） 、長元
元年（⑧
64） 、長元四年（⑨
5）に忌日記事が見られ、禅林寺で諷誦が修されている。一一月一三日は、母藤原尹文女の忌
日で、永観二年（①
58） 、永祚元年（①
209） 、長保元年（②
71） 、寛仁四年（⑤
251） 、長和元年（⑪
98） 、長和三年（③
249） 、治
安元年（⑥
70） 、治安三年（⑥
228） 、万寿元年（⑦
57） 、万寿二年（⑦
158） 、万寿四年（⑧
38） 、長元五年（⑨
66） 、
 に記事が見
られ、道澄寺で諷誦が修されている。しかし 永年女に当たる忌日を見つけることができない。前記したように、病気平癒の加持祈祷記事の集中からし 、正暦四年九九 三）六
・
七月頃に没したと想像する。そして、花山院女御婉子女王との婚姻
について、杉崎重遠氏は、 「婉子女王が実資の北の方となった時期は、道信が永眠した正暦五年以前に求めなければならないことは当然であるが、強いて憶測を下すなら、正暦五年に近い過去とす よりも花山天皇が出家された寛和二年に誓い頃に求むべきであろう。 」
（二〇）
とされる。しかし、これまでの室源惟正女、室叔父藤原永年女と、その没後に婚姻していること、
『小右記』長徳三年九九 七七月五日 　の条の「為故左衛門、今日令立率都婆供養、以仁
阿闍梨令行、左衛門者是如
［（婉子女王）
女］
御
之乳母、誰人頻愁受 　　　
所令立之率都婆也」婉子女王乳母卒塔婆記事（②
37）や、婉子女王歿後の寛仁元年一〇 一 七七
月十一日の条の「陰陽頭
文（惟宗）
高
來、
傳（藤原顯光）
左府
室（藤原遠量女）
家
消息云、世間無常、旦暮難期、有一女子、所思万端、
件臣
女道
子兼
故息
右女
大、欲與於余者、
答云、染
殿
（婉子女王）
女御
亡歿後深訓念不可儲室之事、無止人々雖有御消息所不承從」 （④
207）の記事から推して、正暦四年の後半か
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ら正暦五年の前半あたりと推量する。
　さて、師走晦日の魂祭であるが、婉子女王以前の二人の室の没年時前の永観二年八九 四の十二月晦日の記事は、 「卅日、乙
巳、今夜解除、奉幣諸神、是例事也、秉燭參内、亥時追儺、先是有
莭
祈［折］事、儺事了退出、示［主
・
花山天皇］密々
出御南殿覽儺、 」 （①
69）とあって、とりたてて魂祭のことは記されていない。そして、寛和二年九八 六五月八日に最初の室
惟正女が無くなった年は、 『小右記』の記事はなく、翌年永延元年九八 七には三回忌の記事はあるが、この年の七月以降欠落しているので、師走晦日魂祭は分からない。翌永延二年九八 八も、一二月一八日移行が欠落していて不明。その翌 、永祚元年九八 九は、前に永年歿として引用したが、ここにも魂祭は見られない。婉子女王没時には、婉子女王の実家染殿での魂祭を記す。また、前記した婉子女王乳母の卒都婆供養、婉子女王歿後の再婚話不受のことなどを合わせると、盂蘭盆供養は、祖先の供養と 一般的に行われ、師走晦日魂祭は、特別なこととして行わ るようになっていたのだろうか。為平親王や染殿関係でも師走魂祭記事を見出していない。
　『枕草子』 「花の木ならぬは」に、
花の木ならぬは 　楓。桂。五葉。 （中略）譲り葉のいみじうふさやかにつやめき、茎はいと紅くきらきらしく見えたるこそ、あやしけれどをかし。なべての月には、見えぬものの、
師走のつごもりのみ、時めきて、亡き人の
食くひもの
物
に敷くも
のにやと はれなるに
、また齢ひを延ぶる歯固めの具にももてつかひためるは。いかなる世にか、 「紅葉せむ世や」
といひたるもた も 。
（二一）
とあり、 「魂祭が行われる。亡き人の霊は十二月末日午刻に来て正月一 卯刻に帰るという。 」と注する。また 萩谷朴氏は、『枕草子解環』 「観葉樹」で、
○なき人のくひ物にしく 　『小右記』長保元年十二月二十九日条に「御魂、今年於
二 テ染殿
一 ニ奉拝」 、同寛仁元年十二月三十
日条に、 「入
レ夜解除、奉─
二幣
シ諸神
一 ニ、次
イデ
拝
二 ス御魂
一 ヲ、皆是
レ例
ノ事也」とある。歳末除夜の御魂祭には、酒食を祖先の霊前
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に供えるが、その時、ゆずり葉を敷く習わしがあったのだろうか。ただし、 『延喜式』巻二神祇二、 四時祭下には十二月祭として「
鎮オオムタマシヅメイムベノ
二御魂
一斎戸
祭」に、その材料として、 「 （前略）米、酒各一斗。鰒、堅魚、腊、海藻各六斤、塩二升、
瓼
、
水瓫一口、
坯
八口、匏一柄、檞十把、
食スコモ
薦
一枚」とあるのみで、ゆずり葉のあることを見出ださない。
（二二）
とされる。 『延喜式』には、 「園韓神祭雜給料 　春冬并同」に、 「瓫六口。堝五口。食薦五十枚。弓弦葉五擔。蒜一斗葱二斗。蘿
菔
五十把。芹六斗。萵苣五斗。芸薹二斗。胡
五升。蘭十把。蔓菁六斗。葵二斗。 」 （
764） 「春日祭雜給料春冬竝同」
に、 「弓弦葉廿七擔。干［菁］柏六俵。炬油六升。竹三擔。黒葛六斤。簀四枚。干柏三俵。食薦七十八枚。鮮魚充
レ
直」
（
762） 「践祚大嘗祭供神料」に、 「檜葉眞木葉各五擔。弓弦葉寄生各十擔。眞前葛。日蔭。山孫組各三擔。山橘子。袁等賣
草各二擔」 （
888）と見られるが、魂祭というより継嗣に関連するように思われる。譲葉が和歌に見えるのは、 『万葉集』
一一一
・
三五九四番歌（ 『古今和歌 帖』四三二九
・
四三二五）があるが、師走や正月飾りには関わらない。 『兼盛集』には、
　　　　　　　　十二月おほ雪のふれるに家にをのこかしらに雪かかりてゆづる葉もちてきたり 　　　一五三 おく山のゆづるはいかでをりつらんあやめも ず のふれるに
魂祭用か正月用かは不明である。確証はないが、 『新撰和歌六帖』 「しはす」や「ゆづるは
　一九六 　山人のつま木にそふるゆづる葉に春をかけたる色は見えつつ
二五三一 　ゆづる葉のときはの色もうづもれぬあしくま山に雪のふれれば二五三二 　春ごとに色もかはらぬゆづるはのゆづるときはも君がためとぞ二五三三 　これぞこの
春をむかふるしるべ
とてゆづる葉かざしかへるやま人
二五三四 　としごとになづとはすれどゆづるはのかひこそなけれおいのしぼみは二五三 　いやま にあしくまやまはみゆ ふ 峰 ゆ る葉いそぎをらなん
の事例や以後の譲葉の歌から推して、正月の準備と理解して良いように思われる。譲葉について詳細に考察された佐藤喜代
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治氏の「 『ゆづるは』考」
（二四）
にも正月の飾り以外の記述はない。譲葉は、その葉は一五糎から二〇糎と長さがあり厚さも
あるが、披針形で幅が五
・
六糎で、食い物を載せるに適しているとは思われない。
　次の師走魂祭詠歌の事例は和泉式部の歌で、 『後拾遺和歌集』哀傷部には、
　　　　　　敦道親王におくれてよみ侍ける 　和泉式部
五七三 　いまはただそよそのこととおもひいでてわするばかりのうきこともがな
　　　　 おなじころあまにならむと思ひてよみ侍ける
五七四 　すてはてむと思ふさへこ かなしけれきみになれにしわがみとおもへば
　　　　 十二月の晦のよよみはべりける 　
五七五 　なきひとのくるよときけどきみもなしわがすむやどやたまなきのさと
と、敦道親王親王没後の和泉式部の傷心 連続して配列されている。中でも、五七五番歌の大晦日の魂祭が特異なものである。北村季吟は、 「なき人のくるよと十二月晦日になき魂のくる事報恩経にあり玉なきの里いづくぞや追而可考」
（二五）
と注
し、川村晃生氏は、 「一この日飲食の用意をし、死者の魂を迎え 。二死んだ宮と私の魂。▽死んだ人が来る夜と聞いているけれども宮様もいらっしゃらない、私 住まいは『魂なきの里』なのかしら。※作者は宮の死後、魂 拔けた状態でいる（一一六二も遊離魂） 。魂なき里を地名と考える説もあるが、 或いはその地名に拠った詠法か。◎大晦日に戻らぬ宮の魂」
（二六）
と注され 。そして、平田喜信氏は、 「今宵は亡くなった人 訪ねて来る夜と聞いてはいるが、君 けはいはどこにもないことだ。私の住いは『魂無きの里』なのだろうか。 続集 しはす 晦の夜』 ○なき人の来る夜 　十二月晦日の夜は死者が帰って来 夜と 死者の魂を祭る習慣があった。 （中略）▽『魂』の来訪を実感で ないもどかしさ、惻々と迫る喪失感を実感を込めて表出」
（二七）
と注される。また、 『和泉式部続集』には、
　　　　　しはすの晦の夜
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四一 　なき人のくるよときけど君もなしわがすむ里やたまなきのさと
とあって、佐伯梅友
・
村上治
・
小松登美氏の『和泉式部集全釈続集篇』では、 「今夜は亡き人のおとづれて来る夜と聞いて
ゐますが、宮さまはいらっしゃらない。わたしの住む所は、いったい『魂無きの里』なのでせうか。 」と通釈され、語釈には「○亡き人の来る夜
―
山中裕氏の『平安朝の年中行事』 『御魂祭』の項詳しい説明があり、平安時代、十二月晦日の夜に
は亡き人の為に飲食を設け、死者の魂を祭る風があった。○魂無きの里
―
どこか不明。歌では、この歌の他に【余説】引用
の江帥集の〈夏の夜は卯の花月夜あかければ夜も見つべし まなきの里〉の一首を見るのみで、江帥集の歌から見る 、たしかにどこかに実在した地名だったらしいが、古くから不明とされてゐる。なほ『魂なき』は福井照之氏の言われるやうに（ 「和泉式部」考『山口大学教育学部研究論叢二十三巻』 ） 『故宮の魂の不在』に、 『わが魂の不在』を重ねて考へるべきであらう。 」とあって、余説では、 「一、後撰哀傷、貫之〈恋ふる間に年 暮れなば亡き人の別れやいとど遠く りなむ〉 、同、同兼輔〈亡き人のともにし帰る年ならば暮れ行く今日は嬉しからまし〉等の古歌が、こ 時、和泉の心に浮かん ゐたであらう。 （以下省略） 」
（二八）
とされる。和泉式部詠は、敦道親王薨去後、東三条院南院を出ての師走晦日魂祭詠であるから、自
邸での詠で、 『小右記』の婉子女王の師走晦日魂祭が、生家染殿と婚家実資邸ではないとしたら 魂祭 設えでもあったのだろうか。それとも、和泉式部 深い心情を、吉野瑞恵氏は、 「盂蘭盆の習慣から類推する 死者の が戻ってく 場所は、死者が生前に暮らした愛着 残る自邸であろう。右の歌 場合は『わ 住む里』とあるので、式部が帥宮 非在 かみしめている場所は、宮邸ではなく、宮邸を辞 た後に戻っ 我が家である。ありし日の帥宮が式部 もとに通ってい 時の思い出に、宮の魂 のご く我が家にやって来て自分 身 添う幻影が重ね れている。 『君も し』 いう表現ほど直接的に死 よる喪失感を表すもの いだろう。 」
（二九）
とされる「わがすむ里」そのものが、 『和泉式部日記』冒頭の為尊
親王薨去後の喪失感「夢よりもはかなき世の中を、嘆きわびつつ明かし暮らす」
（三〇）
と重なるものだろうか。また、前記し
た『曽禰好忠集全釈』などに引かれる藤原清輔 『奥義抄』の記事、
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曾丹集云、四十六 　いとまなみかひなき身さへいそぐかなみたまのふゆとむべもいひけりみたまのふゆと は、なき人の恩徳を報ずとて年のはてにこれをまつる也。下人はみたま祭と申す。公家には荷前祭と云ふ。書にも黄帝昇
レ天みたまのふゆすとあり。賴とかきてよめり。日本紀には恩賴とかきてよめり。
（三一）
とあって、 「下人はみたま祭と申す。公家には荷前祭と云ふ。 」とするが、荷前祭は、毎年一二月に、大神祭（上卯日か三卯ある時は中卯）から立春の間の吉日を選び、天皇皇后後続などの陵墓に幣帛を献ずる祭祀
（三二）
で、師走晦日の一日に限定
されるものではないので、諸注釈が引用する『徒然草』一九段の、 「亡き人のく 夜とて魂 るわざは、このごろ都にはなきを、東のかたに 、なほする事にてありしこそ、あはれなりしか。 」よう 、早く無くなった行事であろう。安良岡康作氏は、 「兼好の、関東下向の経験の回想でである。 」とされる。また魂祭についても詳細に資料を上げて考察されている。
（三三）
兼好法師（弘安六年一 二 八 三 ？
―
観応三年一 三 五 二 ？）は、数度に亘る関東下向において師走晦日魂祭を見聞したことになる。兼
好法師に遅れること
・
七〇年の宗長（文安五年一 四 四 八
―
天文元年一 五 三 二 ）の『宗長手記』には、 「除夜に今夜はなき玉歸くる
事經にもいへり。詞花集やらん。涙の玉を手向つる哉ともあり。宗長七十九 おほくの故人茶湯燒香燈をかゝげて。 　我ぞ此道しるべしてくべきよひまたゝき向ふともし火の影 　已に大永六年くれて。七年正月元日」 （
310） 」
（三四）
とあり、駿河と
京を往還 た宗長だけに 駿河には師走晦日魂祭があったのか 思われ が 「詞花集やらん。涙の玉を手向つる哉ともあり。 」とあって、好忠の歌を思い出そう したのだろうか。 「涙 玉を手向つる」は、 『新古今和歌集』巻第十六
・
雑上の
一五八六番歌「老いぬと 又もあはむとゆくとしに けつるかな（皇太后宮大夫俊成） 」で また来年 逢おうと過ぎ行く年に涙の玉を贈ったという歳暮の情で かし おほくの故人茶湯燒香燈をかゝけて」とあり、 『宗長記』上巻には、 「一父祖の祭。父母過去聖靈 月忌齋粥 僧衆寄次第。座頭以下餘 に多人數はいかにそや。盆悲願は格別。毎月人數さためらるへきにこそ。一月の中度々の月忌寄次第粥飯の雑事。目にみえすして借物積るなるべし （
290）とある
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中に、師走魂祭が無いが、 「中御門一位。此十一月十七日御逝去注進下着。長阿京都にては晨昏御芳恩。されば一七日茶湯燒香。 」 （
288）とあって、茶湯焼香をもって供養している。簡素な供え物をしたのであろうか。この年の六月二三日には、宗
長が仕え、かつ、親交が深かった今川氏親が亡くなっている。その追悼の思いが、師走晦日魂祭の記憶を呼び覚ましたのではなかろうか この宗長の記事を引いて、 『安齋隨筆』巻七「除夜霊祭」には、 「按ずるに十二月晦日靈祭り枕草紙つ 〳〵草等にもあり昔は十二月晦日先祖を祭る是れ聖靈祭なり七月十五日は餓鬼祭なり盂蘭盆會と云ふ。 」
（三五）
があるが、こちら
は知識としてのものではないだろうか。
三条西実隆（康正元年一 四 五 五 ～天文六年一 五 三 七 ） 『雪玉集』の「百首永正二年八月廿日」に、
　　　　　　　　　除夜 　　　六八三八 玉きはるいのちつれなくなき人のくるよをしたふとしのくれかな
永正二年一五 〇 五は、実隆五一歳、宗長と実隆の出会は、鶴崎裕雄 は文明一七年一四 八 五頃という
（三六）
。両者の間に、師走晦
日魂祭の具体的な情報伝達があった ど 不明である。 『実隆公記』にも、享禄元年一五 二 八一二月三〇日の条に、 「歳暮來賀人々入夜濟々、各不謁申、前相府等光臨云々、佛名經轉讀
・
聖靈念誦等及夜、歳暮所々遣書狀」 （⑦
353）
（三七）
とあって、
仏名経の転読と聖霊念誦があった記事は見られるが、他は、見られない。 『実隆公記』に見られる「宗長法師送狀、 〈九月五日〉住鎌倉建長寺云々、紬 端送之、商人アマ木〈住花御所跡云々〉傳之」 （⑧
39）
（三八）
、 「宗長書狀到來、百疋送之、則作
事用之」 （⑧
105） 、 「宗長有狀、黄金一兩送之、桐壺卷新寫之事申之」 （⑧
203） 、 「宗長有狀、座頭持來、自遠江懸河〈有千句
云々〉書狀也、黄金一兩送之、使之座頭召出前 國事等問之冷麺勸酒 ⑧
228） 、 「道悅來、宗長去六日入滅之由、商人等申
之云々、言語道斷也」 （⑧
316） 、 「今日宗長法師四十九日也、小齋、請勸首座、諷經、念誦、致隨分之懇志者也、齋料貳ヶ下
行、又壹ヶ〈周桂物、初〉竈施行」 （⑧
323） 、 「宗牧來、宗長追善品經支配所々遣之」 （⑧
324） 、 「宗牧、爲
□［宗］
長追善法花經廿八
品開結二 　
卅首取重之、 〈題大閤〉 」 「宗長法師多年昵近無纎芥、宗祇門下生只此一人也、不便々々、滴老涙而巳」 （⑧
326） 、
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「十六日、癸巳、宗長法師百ヶ日明日也、仍今朝儲齋、紫野椿首座、俊藏主請之、宗牧
・
道悅
・
理一等請伴」 （⑧
336） 、 「六
日、己酉、晴、宗長法師周忌、小念誦、二首懷帋取重、独吟百韵廻向之、椿首座
・
俊藏主
・
素經
・
道悅等小齋請伴。心月坊
携一壺 報恩寺納所一荷
・
土器物三種携之、宗善同道、薯蕷一獻盃酌、彼樽進青門了」 （⑧
420）と、実隆と宗長は繊芥昵懇
の間柄であり、関東の情報ももたらされていただろうから、関東の魂祭については、知っていたかもしれない。 『蜻蛉日記』のように、例年 常の如しとして書かなかったのだろうか、宗長の四十九日、百ヶ日供養、周忌法事を行うにもかかわらず、師走魂祭記事が見られないので 前記し ように、兼好は「このごろ都にはなき」こととしており、実資の師走晦日魂祭が、愛室婉子女王 逝去か であり 和泉式部のは最愛の敦道親王薨去であり、宗長が今川氏親の卒去であること、次の事例の木下長嘯子が愛子お三の死によるも あること の想像であるが、文亀二年一五 〇 二年七月三〇日に没し 宗祇が機縁師走晦日魂祭を意識した除夜の詠歌となったか、あるいは、宮川葉子氏 四 一五 〇 四五月二日の記事を引 て、 「基綱の遺骸は彼の母が眠る飛州の墓所 土葬され 。姉小路家 飛彈姉小路とも称されるように基綱の祖父家綱の代から飛彈国司職に補され、墓所も彼 地にあった しい。こうして実隆 墳墓 詣 る事さえ叶わぬ中、唯一無 と っても過言でない親友を失ったのである。 」
（三九）
とされる基綱の死が機縁であったのだろうか。年中行事的なことよりも、文学的な知識
によるものと推量して良いように思われる。時代が下って 木下長嘯子（永禄一二年一 五 六 九
―
慶安二年一 六 四 九 ）の『挙白集』
（慶安二年一 六 四 九 刊行） 『挙白集』巻第九
 「はまのまご」
（四〇）
に、四三歳で授かった娘の三を一七歳で失う悲しみを綿々と綴り、
翌年の三回忌には、巻第十の「うなゐ松」に、悲しみの深さを綴っている。折に触れ娘のお三への思いを歌う中に、
　　　　　　　ぼにの十四日、月のあかかりける夜
一六九三 　我ならで又ぞこととふきみしのぶ草にやつるるふるつかの月
　　　　 としのくれ 　
一六九四 　なき人のくるよとまちし袖の上に涙の外の玉はみざりき
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と、盂蘭盆に、師走晦日にと、亡き娘お三を哀悼する。一六九四番歌は、下河辺長流編の『林葉累塵集』には、 「むすめの身まかり給ふ時あまたの歌よみ給ふ中に」と詞書して、四首（一〇九六～一〇九九番歌）收録し、その次に、 「その年のしはすつごも の日」と詞書して載せる。 「はまのまさご」には、 「山上憶良は、金も玉もまされる宝子にしかめやといひ、市原王 、独子をかなしみて 木すらいも せありとなけき ものを、 （中略）身又やまひをもく、いくはくならぬよはひのほとに、かゝる人にたにをくれぬるなけき、たくひやはあらん。神祇伯顕仲むすめの服きはへるとて きみにすへき墨染のといひしこと、思ひしられぬ」 （②
161）と、 『万葉集』巻五「思
二子等
一歌一首」の反歌「
銀シロカネモ
母　
金コガネモタマモ
母玉母
　
奈ナ
尓ニ
世セ
武ム
尓ニ　
麻マ
佐サ
礼レ
留ル
多タ
可カ
良ラ　
古コ
尓ニ
斯シ
迦カ
米メ
夜ヤ
母モ　（八〇七） 」 、巻六の「市原王悲
二独子
一歌一首 　
言コトトハヌ
不問
　
木キスライモトセ
尚妹与兄
　
有アリトイフヲ
云乎
　
直タダヒトリゴニ
独子尓
　
有アルガクルシサ
之苦者
（一〇一二） 」 、 『詞花和歌集』巻第一〇「むすめにおくれてぶくき侍るとてよめる 　神祇伯顕仲 　あさましや君に
きすべきすみぞめのころものそでをわが らすかな（四〇一） 」を引き、 「うなゐ松」には、 「今禅師名つけて、豐臣氏、春光院万花紹三といふ。日数はすくれと、もはら夢にもあはねは、なにかし相如かねられぬいをもとなけきけんことはり也。 」（②
165～
184）と、 『詞花和歌集』巻第一〇の、 「あはたの右大臣みまかりけるころよめる 　藤原相如 　ゆめならでまたもあふ
べき君ならばねられぬいをもなげかざらまし（三九四） 」を引く、長嘯子の場合も、和泉式部の詠歌に拠るもので、魂祭をしていたということではなかろう
　さて、 『曽禰好忠集全釈』が例証と引く藤原兼輔と貫之の詠歌であるが、 『後撰和歌集』巻第二十哀傷では、
めのみまかりてのとしのしはすのつごもりの日、ふることいひ侍りけるに 　　　　　　　　　　　　　　兼輔朝臣
一四二四 　なき人のともにし帰る年ならばくれゆくけふはうれしからまし
返し 　　　　　 つらゆき
一四二五 　こふるまに年のくれなばなき人の別やいとどとほくなりなん
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とあり、一四二五番歌は、 『拾遺和歌集』巻第二十哀傷の一三〇九番歌として重出する。どちらの歌にも、和泉式部歌、好忠歌に、報恩経を引いて魂祭とする北村季吟であるが、該歌を魂祭歌とはしていない。現代の注釈書においても、その指摘はない。
（四一）
逆に、工藤氏は「十二月晦日は亡人の魂が帰ると考えられていて、魂祭が行われたが、ここはそのこととは無
関係のようである。 」とされる。工藤氏が説かれるように、ここは魂祭ではあるまい。師走の晦日、明けて翌日は元旦、 『貫之集』に、
　　　　　延喜十七年の冬なかつかさの宮の御屏風の歌 　元日 　　九〇 から衣あたらしく立つとしなれば人はかくこそふりまさりけれ
とある歌や、 『古今和歌集』巻第六冬
　　　　 　歌たてまつれとおほせられし時によみてたてまつれるきのつらゆき
三四二 　ゆく年のをしくもあるかなますかがみ見るかげさへにくれぬと思へば
『拾遺和歌集』巻第十六
・
雑春
　　　　　　題しらず 　　　　　　　　凡河内躬恒
一〇〇〇 　春立つと思ふ心はうれ て今ひととせのおいぞそひける
　　　　 　　　　　 よみ人 らず
一〇〇一 　あたらしき年はくれどもいたづらにわが身のみこそふりまさり れ
に、見られるように、年が立ち返る新年は加齡加老でもある。去りゆく年は惜しくもある。それでも、もし、亡き妻が年が返るとともに帰 のであれば嬉しいというのであろう。それ 返す貫之の歌は 『万葉集』巻第二の「柿本朝臣人麿妻死之後泣血哀慟作歌二首并短歌む」と題詞する短歌、
　二一一 　
去コゾミテシ
年見而之
　
秋アキノツキヨハ
乃月夜者
　
雖テラセドモ
照 　 　
相アヒミシイモハ
見之妹者
　
弥イヤトシサカル
年放
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　二一一 　こぞみてし 　あきのつくよは 　てらせども 　あひみしいもは 　いやとしさかる
『拾遺和歌集』巻第二十哀傷では、 「妻にまかりおくれて又のとしの秋、月を見侍りて」と詞書して、
一二八七 　こぞ見てし秋の月夜はてらせどもあひ見しいもはいやとほざかり
の一首、柿本人麿が一年の月日が過ぎて、亡き妻との別れが遠くになるというのを、師走晦日が明ければ、二年目となって遠ざかるというのあって、兼輔と貫之の贈答に師走晦日魂祭詠歌ではあるまい。 『大和物語』二八段の
　おなじ人、かの父の兵衞の佐うせにける年の秋、家にこれかれ集りて、宵より酒飲みなどす。 ますからぬことのあ
はれなることを、まらうどもあるじも恋ひけり。あさぼらけに霧立ちわたれりけり。まらうど、
　　朝霧のなかに君ますものならば晴るるま まにうれしからまし
といひけり。かいせう、返し、
　　ことならば晴れずもあらなむ秋霧 まぎれに見えぬ君と思はむ
まらうどは、貫之
・
友則などになむありける。
（四二）
と同様に、兼輔も貫之も亡き兼輔の妻のことを語り合っただけのことであろう。次に『公任集』の
　　　　　　
こぞのみなづきにうせたまひてしはすのはてつかた
、にふだう
　二二八 露の身の思ひにたへできえにせばとふこと はもきかずやあら し　　 　 返し　二二九 夢とのみなげきし程に明暮れてとはぬうつつに見えやしぬらん
であるが、 『公任集全釈』
（四三）
には、魂祭云々はないが、 『平安私家集』の脚注は、 「◎父君の死を夢かとばかり嘆いている
内にいつしか月日が経って今年も暮れ、亡魂の帰るという今日、現実には帰らぬものの生前のお姿に逢えるのではないだろうか。○とはぬうつゝ 　難解。 「亡き人の来る夜と聞けど君もなしわが住む里や魂なきのさ 」 （和泉式部続集
・
師走の晦日
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の夜）を参考に試解。 」
（四四）
と、師走晦日魂祭で解釈されている。ここは、 「しはすのはてつかた」とあるので、師走晦日
ではなく、 『日本霊異記』に「今夜に非ずは恩を報いむに由无し」とあって、魂祭とは解しがたい。竹鼻績氏が「○とふ言の葉
―
見舞いのことば。歌は底本によると入道の作となるが、歌の内容からは公任の歌。 「入道に」の「に」を脱したか。 」
（四五）
として、この贈答歌を解釈されるのが正しいと理解される。師走晦日魂祭が、曽祢好忠の「毎月集」
・『蜻蛉日記』
・『宇
津保物語』の事例により、都でも特別なこととしてではなく行われていたと推量される。それが、徐々に盂蘭盆供養に集約されるとともに、特定 人物に対しての師走晦日魂祭として『小右記』
・『和泉式部続集』に残存したのではないだろうか。
そして、実隆
・
宗長
・
木下長嘯子へと大切な人を深く哀悼する思いが、曽禰好忠詠
・
和泉式部詠を意識して、それぞれの作
品の中に残存すること なった ではあるまいか。
　さて、兼輔
・
貫之
・
公任の事例を、師走晦日魂祭詠ではないとした時、好忠
・
道綱母
・
実資
・
和泉式部と、この時代に、
師走晦日魂祭に関連す ものが散見する だろうか。 『栄花物語』巻第二「花山たづぬる中納言」 ［八］疱瘡流行、挙賢
・
義孝兄弟同 没す〈天延二年九七 四〉に、 「今年は世の中にもがさ いふもの出で来て、よもやまの人、上下病みののしるに、公私いといみじきことと思へり。やむごと き男女うせたまふたぐひ多かり 聞ゆる中にも、前摂政殿の前少将
・
後少将、
同じ日うちつづきうせたまひて、母北の方あはれにいみじう思し嘆くことを、世の中のあ れなることの例には言ひののしりたり。まねび くすべくもあらず。 」 （①
91）
（四六）
、巻第四「みはてぬゆめ」 ［四三］正暦五年、疫癘により世の中騷然〈正
暦五年九九 四〉 「はかなく年 暮れ 正暦五年といふ。いかなるに 今年世の中騷がしう、春よりわづらふ人々多く、道大路にもゆゆしき物ども多かり。かかるをりしも 宣耀殿もただ らず、 にあたらせたまへ 。 」 （①
203） 、 ［五一］疫癘、猛
威をふるう〈長徳元年九九 五〉 「年もかへりぬ 内には中宮並びなきさま ておはします。東宮は淑景舍いかにと見たてまつる。かくて長徳元 正月より世の中 と騷がしうなりたちぬれば、残るべうも思ひ らぬ、い あはれなり。女院 は 関白殿の御心地をぞ恐しう思すかたはさるものにて、世の中心のどかにしも思し掟てずやと、さまざま思し乱れさせたまふ。
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今年はまづ下人などは、いといみじう、ただこのごろのほどにうせはてぬらんと見ゆ。四位、五位などの亡くなるをばさらにもいはず、今は上にあがりぬべしなど言ふ。 」 （①
208）や、 『拾遺和歌集』巻第二十哀傷に、
　　　　　　　昔見侍りし人人おほくなくなりたることをなげくを見侍りて 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　藤原為頼
一二九九 　世の中にあらましかばと思ふ人なきがおほくも成りにけるかな
　　　　 返し 右衛門督公任
一三〇〇 　常ならぬ はうき身こそかなしけれそのかずにだにいらじとおもへば
とあるように、長徳元年九九 五の疫病流行により、藤原道隆、藤原道兼、源重信、藤原朝光、藤原済時、藤原道頼、源保光、源伊陟などが亡くなっている。また、 『新古今和歌集』巻第八哀傷
　　　　　　　世中はかなく、人人おほくなくなり けるころ、中将宣方朝臣身　　 まかりて、十月ばかり白河の家にまかれりけるに、紅葉の一はのこ　　 れると見侍りて 　　　　　　　　　前大納言公任　八〇〇 けふこずは見でややままし山ざとの紅葉も人もつねならぬよ
長徳四年九九 八にも天然痘が流行して 源宣方を始めとして多くの人が亡くなっている。疫病蔓延による多数の死者を出して、『拾遺和歌集』に、
　　　　　　やまひして人おほくなくな し年、 き人を野らやぶ どにおきて侍　　 るを見て 　　　　すけきよ
一三二五 　みな人のいのちをつゆにたとふるは草むらごとにおけばなりけり
とあって、屍骸が草藪にうち捨てられていたのだろう。 『栄花物語』巻第八「はつ な」 ［二一］に 「世の中ともすればい
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と騷がしう、人死になどす。さるは、帝の御心もいとうるはしうおはしまし、殿の御政も悪しうもおはしまさねど、世の末になりぬればなめり。年ごとには世の中心地起りて、人もなくなり、あ れなる事どものみ多かり。 」 （①
379）と、寛弘三年
一〇 〇 六に「世の末」末法の世 なったという。 『拾遺和歌集』は、一三二五に続けて、
　　　　　　　　　世のはかなき事をいひてよみ侍りける 　したがふ
一三二六 　草枕人はたれとかいひおきしつひのすみかはの山とぞ見る
　　　　　　　題しらず 　　　　　　　　　　　　　　沙弥満誓
一三二七 　世の中をなににたとへむあさぼらけこぎゆく舟のあと しら浪
と、山野の行き倒れから、無常の世、そして、出家、仏事供養、極楽往生希求、そして、
聖徳太子高岡山辺道人の家におはしけるに、餓ゑたる人みちのほとりにふせり、太子ののりたまへる馬とどまりてゆかず、ぶちをあげてうちたまへどしりへしりぞきてとどまる、太子すなはち馬よ おりて、うゑたる人のもとにあゆみすすみたまひて、むらさきのうへの御ぞをぬぎてうゑ人のうへにおほひたまふ、 たをよみてのたまはく 　
一三五〇 　しなてるやかたをか山にいひにうゑてふせるたび人 はれおやなし
になれなれけめやさす竹 きねはやなきいひにうゑてこやせ たび人あはれあはれ いふ たなり ゑ人かしらをもたげて、御返しをたて つる
一三五一 　いかるがやとみのを河のたえばこそわがおほきみのみなをわすれめ
と、慈悲深い聖徳太子の説話を記して、巻軸歌とする。この説話は、 『三宝絵詞』にも見られ、うゑ人歌は、 『日本霊異記』「聖徳皇太子の異しき表を示したまひし縁 　第四」 （
36）にもみられる。 『三宝絵詞』上には、報恩経が「四 　精進波羅密」
（上
71）
（四七）
「八 　堅誓師子」 （上
86） 、下には、 「七 　西院阿難悔過」 （下
40）
（四八）
に見られる。また、 「出典
・
影響関係表」
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によると、中巻の一聖徳太子から一七の美作国採鉄山人一七項目が、 『日本霊異記』が典拠となっている（下
185・
186） 。疫癘
蔓延と末法を恐れる思いが、 『日本霊異記』の師走魂祭が呼び起こされたのではないだろうか。 『蜻蛉日記』にも『小右記』にも、盆供養の品を送ったことは、見られるが、師走晦日 には、 『日本霊異記』に見られるような供物、飲食財宝を供えたことは見えず、 『宗長日記』に湯茶供養が見られるのみである。 『小右記』正暦元年九九 〇七月の記事に、
十四日、丁亥、盂蘭瓫供如例、各送寺々、思小女事、心神不覺、不堪悲戀差人令見、既無其形者、弥以舂神（①
225）
と、小女の死を悼み、十二月三十日の条には
今日爲故小女児以青鈍綾合掛け
・
一重等袴等令諷誦清水寺、乳母叉修、白張綿袿、依或人夢所令修也、時々剋々未曽忘、
可悲哉々々（①
245）
と、清水寺に諷誦を修しているが 霊迎えはしていな 。こうして概観すると、恒常的に行われていたのではなく、大切な人を失って、年の暮れの晦日に思い起こす心が、師走晦日魂祭を呼び覚ましていた ではないだろうか。注　（一）中田祝夫校注・訳『新編日本古典文学全集』
10
　小学館 　一九九五・九。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
　（二） 『和歌文学大辞典』 「好忠」項目・西山秀人 　二〇一四・一二 　一二五一頁。　（三） 『新編国歌大観』角川書店 　一九八五 五 　以下、本文中の和歌の引用は 全て『新編国歌大観』に拠る。　（四）神作光一・島田良二『曽禰好忠集全釈』笠間書院 　一九七五・一一 　三四 ～ 四三頁。　（五）松本真奈美・高橋由記・竹鼻績共著『中古歌仙家集（一） 』和歌文学大系
54
　明治書院 　二〇〇四・一〇 　六四頁。
　（六） 『八代集抄十 　詞花集』北村季吟古註釋集成
34
　新典社一九八〇・一 　七四頁。
　（七）川村晃生・柏木由夫・工藤重矩校注『金葉和歌集 　詞花和歌集』新日本古典文学大系９ 　岩波書店 　一九八九・九 　二六五頁。　（八）木村正中・伊牟田経久校注・訳『新編日本古典文学全集』
13
　小学館 　一九九五・一〇。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
　（九）松本真奈美・高橋由紀・竹鼻績共著 中古歌仙 （一） 』和歌文学大系
54
　明治書院 　二〇〇四・一〇 　一〇七・二八〇頁。
（一〇）中野幸一校注・訳『うつほ物語』①『新編日本古典文学全集』
14
　小学館 　一九九九・六 　三五三頁。
（一一） 『小右記』二『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六一・六。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一二） 『小右記』四『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六七・三。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一三） 『小右記』五『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九六九・八。以下同書引用は 文末尾に頁を記す。
師走晦日魂祭和歌について
二七
（一四） 『小右記』六『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九七一・七。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一五） 『小右記』七『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九七三・四。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（一六） 『小右記』一『大日本古記録』史料編纂所 　岩波書店 　一九五九・三。以下同書引用は 文末尾に頁を記す。（一七） 『尊卑分脈』第二篇 　吉川弘文館 　一九七二・四 四五七頁。（一八） 『大日本古記録 史料編纂所編 　岩波書店 　一九五八・三 　二〇六頁。（一九） 『大日本古記録』御堂関白記下 　史料編纂所 　岩波書店 一九六四・三 　五八頁（二〇） 『王朝歌人伝の研究 新典社 一九八六・三 　一三七頁。（二一）松尾聰・永井和子校注訳『 編日本古典文学全集
18
　小学館 　一九九七・一一 　九四頁。
（二二） 『枕草子解環』一 　同朋舎出版 　一九八一・一〇 四〇六・四〇七頁。（二三） 『延喜式』国史 系二六 　吉川弘文館 　 六五 。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（二四） 『日本文芸論集』山梨英和大学 　一五・ 六号 一九八六・ 二。（二五） 『八代集抄七 　後拾遺集』北村季吟古註釋集成
31
　新典社 　一九七九・一〇 　二九五頁。
（二六）川村晃生校注 後拾遺和歌 和泉 典叢書５ 　和泉書院 一九九 ・三 　一三九頁。（二七）久保田淳・平田喜信校注『後拾遺和歌集』新日本古典文学 系８ 　岩波書店 　一九九 ・四 　一八八頁。（二八）佐伯梅友・村上治・小 登美編『和泉式部集全釈 九七七・ 〇 　笠間書院 　三 ・三 頁。（二九） 「和泉式部続集 帥宮挽歌群』の表現
―
魂ごいの挽歌
―
『国語と国文学』一九九一・一一。
（三〇）藤岡忠美校注・訳 新編日本古典文学全
26
　小学館 　一九九四・九 　一七頁。
（三一） 『日本歌学大系』第一巻 　風間書房 　一九七二・八 　三 二頁。（三二）鈴木敬三編『有職故実大辞典』吉川弘文館 　九九六・一 五 三頁、阿部猛他 『平安時代儀式年中行事事典』東京堂出版二〇〇三・九 　一八三頁など。（三三） 『徒然草全注釈』上巻 　角川書店 　一九六七 二 　〇一・一〇 ～ 〇 頁。（三四） 『宗長手記』下『群書類従』第一八輯 　続 書類従完成会 　一九七九・ 一。以下同書引用は引用文末尾に を記す。（三五） 『安齋隨筆』第一・巻七「除夜霊祭」 （ 新訂増補『故實叢書 吉川弘文館 一九二 ・ 　一八七頁。
  
（三六） 『戦国を往く連歌師宗長 角川叢書
11
　二〇〇〇・六 　二四九頁。
（三七） 『実隆公記』巻七 　続群書類従完成会 　九五七・三。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（三八） 『実隆公記』巻八 　続群書類従完成会 一九五 三。以下同書引用は引用文末尾に を記す（三九） 『 条西 と古典学』改訂新版 　風間書房 九九 四 　三三頁。（四〇）古典文庫『長嘯子全集 第二巻 　九 二・六。彰考館文庫蔵本は「娘にをくれ給ひし比」 庫『長嘯子全集』第 巻 一 七三・六 　三四七頁
下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
（四一）木船重昭著 後撰和歌集 釈 笠間注釈叢刊
13
　笠間書院 　一九八八・一一、片桐洋一校注『後撰和歌集』新日本古典文学大系６ 　岩波書店 　一九九〇・四、
工藤重矩校注『後撰和歌集』和泉古典叢書３、和泉書院 　一九九二・九・三〇、小町谷照彦校注『拾遺和歌集』新日本古典文学大系７ 　岩波書店 　一九九〇・一 　増田繁夫著『拾遺和歌集』和歌文学大系
32
　明治書院 　二〇〇三・一。
（四二）高橋正治校注・訳『新編日本古典文学全集
12
　小学館 一九九四・ 二 　二七二頁。
（四三）伊井春樹・津本信博・新藤協 『 任集全釈』私家集全 叢 ７ 風間 房 八九 五。（四四）後藤祥子校注『平安私家集』 「公任集」 新日本古典文学大系』
28
　岩波書店 　一九九四・一二 　三一五頁。
師走晦日魂祭和歌について
二八
（四五）松本真奈美・高橋由紀・竹鼻績著『中古歌仙集（一） 』和歌文学大系
54
　明治書院 　二〇〇四・一〇 　二〇四・二九五頁。
（四六）山中裕他校注・訳『栄花物語』①新編日本古典文学全集
31
　小学館 　一九九五・八。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
（四七）江口孝夫校注『三宝絵詞』上 　現代思潮社 　一九八二・ 。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。（四八）江口孝夫校注『三宝絵詞』下 　現代思潮社 　一九八二・三。以下同書引用は引用文末尾に頁を記す。
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